
中
国
に
お
け
る
造
林
活
動
の
動
向

　

中
国
に
お
け
る
造
林
活
動
は
、
一
九
五
〇
年

代
前
半
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
安
定

的
な
造
林
活
動
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の

は
七
〇
年
代
末
以
降
で
あ
る
。
当
時
の
中
国
政

府
は
、
改
革
開
放
政
策
の
も
と
で
の
国
家
経
済

の
発
展
に
は
国
土
保
全
に
つ
な
が
る
森
林
・
林

業
の
発
展
が
重
要
で
あ
る
と
し
、
大
型
植
林
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
植
林
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の
森
林

造
成
政
策
を
集
中
的
に
打
ち
出
し
た
。
こ
う
し

た
後
押
し
に
よ
り
、
八
四
、
八
五
年
に
は
造
林

面
積
が
七
百
万　

を
超
え
る
「
造
林
ブ
ー
ム
」

��

が
起
こ
っ
た
。
そ
の
後
、
造
林
面
積
は
年
五
百

万
〜
六
百
万　

程
度
に
落
ち
着
き
、
現
在
に
至

��

る
ま
で
継
続
的
な
造
林
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

林
種�
注�

別
の
増
減
を
見
る
と
、
八
〇
年
代
前

半
に
は
、
経
済
発
展
に
よ
る
木
材
需
要
の
増
大

に
よ
り
、
木
材
生
産
を
目
的
と
す
る
「
用
材

林
」
が
増
加
し
た
。
そ
の
後
、
九
〇
年
代
前
半

に
な
る
と
農
村
に
お
い
て
も
現
金
収
入
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
中
で
、
用
材
林
よ
り
も
早
く
収

入
に
結
び
つ
き
や
す
い
果
樹
等
の
「
経
済
林
」

が
増
加
し
た
。
そ
し
て
、
九
〇
年
代
後
半
以
降

に
な
る
と
、
洪
水
や
「
断
流
」、
砂
嵐
等
の
自
然

災
害
が
深
刻
化
し
て
き
た
こ
と
か
ら
水
土
保
全

機
能
が
高
い
「
防
護
林
」
が
増
加
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
中
国
で
は
近
年
比
較
的
安

定
し
た
造
林
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

中
国
の
場
合
、
日
本
と
は
異
な
り
、
気
候
条
件

が
厳
し
い
地
域
が
多
く
、
ま
た
巨
大
な
人
口
に

―  １２  ―

よ
り
開
発
圧
力
が
著
し
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
地

域
に
応
じ
た
管
理
技
術
が
未
発
達
な
場
合
も
あ

り
、
せ
っ
か
く
造
林
し
た
樹
木
が
成
林
し
な
い

ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。
さ
ら
に
、
水
土
保
全

に
も
、
地
域
住
民
の
経
済
向
上
に
も
同
時
に
効

果
の
あ
る
森
林
造
成
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

人
々
の
生
活
を
脅
か
す
深
刻
な
自
然
災
害
が

各
地
で
多
発
す
る
中
で
、
経
済
的
な
問
題
も
同

時
に
解
決
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
難
し

い
問
題
を
抱
え
な
が
ら
、
中
国
で
は
造
林
活
動

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

（
栗
栖
）

（
注
）中
国
の
森
林
は
、
用
途
別
に
用
材
林
（
主
に

木
材
生
産
）、
経
済
林
（
果
樹
や
茶
園
等
）、

防
護
林
（
水
土
保
全
等
）、
薪
炭
林
、
特
殊
林

（
学
術
林
）
の
五
つ
に
区
分
さ
れ
る
。

統計 の眼 
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